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アピアランスケア推進事業

医療用ウィッグ、装着用ネット、補整パッド、弾性着衣 等

① 医療用ウィッグ等　購入費の２分の１（上限２万円）
② 補整具等　購入費の２分の１（上限１万円）

① 市内に住んでいる人
② がんと診断され、がんの治療を受けた人、または治療中の人
③ 世帯の市民税のうち所得割課税年額２３万５千円未満の人
④ 県内の他の自治体から同じ助成を受けたことがない人

医療用ウィッグや補整具等の購入費を助成する事業です。
昨年度は、１５件の申請がありました。

購入した翌日から起算して１年以内

① 医療用ウィッグ等　１回まで
② 補整具等　１回まで

※1アピアランスケアとは、がんの治療に伴う外見の変化に対して「医学的・整容的・心理社会的支援を用い
　外見の変化によるがん患者の苦痛を軽減するケア」のことです。

対象者
右の①～④のすべてに

該当する人

対象補整具

助成金額

申請回数

申請期限

小児・AYA世代がん患者在宅療養生活支援事業

アピアランスケア推進事業

小児・AYA世代がん患者在宅療養生活支援事業

・ 訪問介護　
・訪問入浴介護
・福祉用具の貸与（１８歳未満の利用者は除く）
・福祉用具の購入（１８歳未満の利用者は除く）
※１８歳未満の人については「小児慢性特定疾病
　 児童日常生活用具」による助成があります。

１ヶ月あたりのサービス利用料の９割（上限５万４千円）
※生活保護世帯の人は１０割相当額を助成（上限６万円）

① 市内に住んでいる４０歳未満の人
② 末期のがん患者の人
③ 在宅療養上の生活支援及び介護が必要な人
④ 他の事業において、同様のサービスを受けることができない人

サービス利用開始日の翌日から起算して３０日以内

対象者
右の①～④のすべてに

該当する人

対象サービス

助成金額

申請期限

支援の利用をお考えの人は、事前に市役所にご相談ください。

※１

在宅介護サービスに係る利用料を助成する事業です。

※2 AYA世代とは、思春期・若年成人のことで、15歳から 39歳の人が 該当します。

※2

【4、5ページに関する問い合わせ】健康長寿課 健康企画係 　TEL：25-2275 FAX：24-7320

骨髄・末梢血幹細胞の提供のための検査費用、入院費といった費用等も一切かかりません。
※ドナー登録時の交通費は自己負担

ドナー登録にご協力をお願いします

移植を必要としている患者は、毎年約２０００人程度いますが、
移植を待っている約半数の人が移植を受けられていません。

（※令和 6年度）

詳しくは、日本骨髄バンクの公式サイトをご覧ください。

▶骨髄・末梢血幹細胞の提供について、　内容を十分に理解している人
▶18歳以上 54歳以下で、健康状態が良好な人
▶体重が男性 45㎏以上、女性 40kg 以上の人

すでに 56万人以上の人が登録しています ( 令和７年 7月末時点 )

10

登録無料
登録所要時間
約15分

登録は2 ml の
採血から

ドナー登録できる人

骨髄 ・末梢細胞の提供を行った人へのご支援

　市では、骨髄・末梢細胞の提供を行った人、骨髄等の提供についての最
終同意を行ったあとに、自己都合以外の理由により提供が中止された人に
対して助成金を交付します。詳しくは市ホームページをご覧ください。
　昨年度は 2件の申請がありました。
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848 人
1021人

移植を
受けられなかった人

移植を
受けられた人

　白血病等の血液疾患に有効な治療法として、骨髄移植や末梢血幹細胞移植がありますが、
この治療法には骨髄や末梢血管細胞を提供していただけるドナーが必要です。

▲市ホームページ

▲日本骨髄バンク
公式サイト
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